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スポーツマネジメント研究会報告
第 1回研究会
日時:平成15年4月15日(水)4 時~5 時 10 分
場所:40号館 2階会議室
出席者:萩下、長倉、塚田、寺本、山辺、原、三井、斉藤、伊藤、内藤、堀越、野村、香西、塩沢、
下回、小西
発表者:萩下
I.本目の研究会の目的
本学および経営情報学部の教育目的・目標に照らし、 2008年度に開設された「スポーツマネジ
メント教育を充実させ』学部の教育の充実発展につなげるため、研究会を通じて「スポーツマネジ
メント」の意義の共通認識を図っていく。
1.スポーツマネジメント開設の背景と経緯
2008年4月スポーツマネジメントコース設置
(資料1)2008入試パンフレット
il.スポーツマネジメントならびにスポーツ関連学科に関する各大学の取り組み
(資料2)rスポーツマネジメント学科、コース設置大学」
1.大学の教育目的・目標とスポーツマネジメント
(1)経営情報学部の教育目的
O教育目的
経営学と情報科学、及びその学際的かつ統合的な経営情報学を学び、高い専門的な知識と技
能を修得するとともに、深い洞察力と指導力を養うとと。
0教育目標
¢幅広い職業人・社会人を育成する。 ・・・スポーツ分野への領域拡大
②新しい時代を担う起業家・経営管理者等幅広い分野のリーダーを育成する・・・スポーツ
リーダーへの道
③新しい時代を担う情報技術者・情報管理者を育成する.
④経営と情報の高い能力を有する専門的な職業人・教育研究者を育成する.
(2)経営情報学部におけるスポーツマネジメント聞簡の意義と位置づけ
・経営系科目があり、マネジメントをベースに展開できる。(資料 2)
・本学のブランドであるスポーツを経営系科目と融合させることにより学問的に展開できる。
・トップリーダーによる個性的な授業が展開できる。
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-日本では、スポーツをビジネスの観点から捉えることが欠落(マーケティング、マネジメン
トの感覚が欠如)しており、今後の発展の余地が大きい。
・情報を活用した現代的スポーツマネジメントが展開できる.
|スポーツ I1 企業 学校 | その他
マネジメント
経営スキル 情報スキル
知の探求としての科学
(3)本学部の開設スポーツ科目
(資料3)rスポー ツ科目 21J
N.現在および将来の課題
1) 経営情報学におけるスポーツマネジメントの体系的共通理解
2) スポーツマネジメント教育の充実
・スポーツマネジメントの情報教育の充実
・スポーツ強化選手の増加に伴う教育指導体制
・資格取得の促進
・今年度新入生に対して行ったアンケートの分析を行い、学生のニーズをカリキュラムや学生
指導へ反映させていく。
3) 学生の就職問題
4) 学部と全学的スポーツ政策
・志願者の効果についての客観的分析の必要性
第 2回研究会
日時:平成21年7月1日(水)4時-5時 10分
場所:40号館 2階会議室
(文責萩下峰ー)
出席者:萩下、長倉、原、三井、斉藤、伊藤、野村、香西、堀越、内藤、金子(勝)
発表者.長倉
I. rスポーツマネジメント」の定義について
スポーツマネジメントの学問領域定義、マネジメントの対象、種類について発表をした.
(資料1) スポーツマネジメントとは (パワーポイント配布資料)
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I.スポーツマネジメントならびにスポーツ闘連学科の現況
1. rスポーツマネジメントカリキュラム全国調査」結果の紹介
日本スポーツマネジメント学会のプロジェクトチームがスポーツマネジメントカリキユラムに
ついて全国調査を行い、 2009年1月30日定例学会にて報告された報告内容を紹介した。
(資料2) 日本スポーツマネジメント学会報告2009・01・30
<報告要旨>
スポーツマネジメント関連の学科やコースを持つ大学は48大学を数え、そのうちの41大学
からの調査結果であった。報告によるとスポーツマネジメントのカリキュラムを持つ大学は多く
は体育大学系と経済・経営系学部をもっ大学に分かれ、開講科目は「スポーツマネジメントJ(36 
大学、 87.8%)、「スポーツマーケティングJ(25大学、 61.0%)、「スポーツ産業J(23大学、 56.1%)
などを中心に地域スポーツ、スポーツ行政・政策、スポーツ法、スポーツ施設、スポーツメディ
ア、スポーツビジネス、インターンシップなどの科目が 10大学以上で開講されていることがわ
かった。スポーツカリキュラムの開講科目についてはNASPE/NASSM(全米体育学会/全米
スポーツマネジメント学会)が推奨する 10科目を7科目以上閑語している大学はわずか3大学
であった。体育学や経営学を専門とする既存の教員と非常勤講師が関連科目を担当するケースが
多く、経営系の学部ではコース設置後1-2年後に担当者を公募するケースが多くみられる。近
年、スポーツマネジメントカリキュラムが急増した背景には、国民の「スポーツビジネス」への
注目の高まりに加え、地方大学などの慢性的な定員割れの進行に歯止めをかける目的や大学の広
報手段として「スポーツマネジメント」が利用されている趣きもある。
2. rスポーツ産業関連研究室情報一覧」
日本スポーツ産業学会によって行った2∞8年会員アンケートに基づく情報では現在日の大
学研究室によりスポーツ産業関連の講座や授業が閑語されている。各研究室の卒論のテーマや就
職先実績などの報告がある.参考資料を提示した.
(資料 3) rスポーツ産業学関係研究室情動
(htゆ:/ /www.spo-sungr.jpjhtmlrelate./m_info.h凶より)
3.スポーツマネジメント教育の各大学の取り組み
同志社大学、立命館大学、順天堂大学、慶応義塾大学の取り組みについて参考資料を提示した。
(資料3) スポーツビジネス 大学・大学院特集J(スポーツビジネスオンラインより
h社p: / www.spor包:busin田s-on1主le.∞m/l
(文責長倉富貴)
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